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産業建設常任委員会委員長報告 

             （平成２９年１２月２２日） 

産業建設常任委員会に付託されました議案について、審査の経過概要

とその結果を報告いたします。 

まず、第１号議案、平成２９年度一般会計補正予算の本委員会所管分

でありますが、その主な内容は、 

・総務費では、地域公共交通会議の開催に伴うバス交通関連経費の増額

補正。 

・農林水産業費では、有害鳥獣の捕獲頭数増加に伴う鳥獣対策事業経費

の増額補正。 

・商工費では、先の台風２１号により必要となった保津川渓谷付近及び

その支流の清掃活動等に係る経費として、観光地環境施設整備経費の

増額補正。 

・土木費では、住宅セーフティネットとしての市営住宅の適切な維持 

管理を実施するための修繕経費として、住宅管理経費の増額補正。 

・災害復旧費では、先の台風２１号により被害を受けた道路及び公園 

施設の復旧事業費の増額補正であります。 

別段異論なく、採決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと 

決定しました。 
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次に、第３号議案、平成２９年度地域下水道事業特別会計補正予算に

ついては、施設維持管理経費に係る債務負担行為の設定であり、別段異

論なく、採決の結果は全員をもって原案可決すべきものと決定しました。 

 

次に、第５号議案、平成２９年度上水道事業会計補正予算については、

施設管理等の経費に係る債務負担行為の設定であり、別段異論なく、採

決の結果は全員をもって原案可決すべきものと決定しました。 

 

次に、第６号議案、平成２９年度下水道事業会計補正予算については、

年谷浄化センターの汚泥運搬の経費等に係る債務負担行為の設定であり、

別段異論なく、採決の結果は全員をもって原案可決すべきものと決定し

ました。 

 

次に、第１１号議案、市営住宅管理条例の一部改正については、公営

住宅法の一部改正に伴い、入居者である認知症患者等の収入申告義務を

緩和すること等の改正をするものであり、別段異論なく、採決の結果は、

全員をもって原案可決すべきものと決定しました。 

 

次に、第１２号議案、簡易水道事業を水道事業に統合することに伴う

関係条例の整備に関する条例の制定については、簡易水道事業特別会計

と上水道事業会計を水道事業会計として統合すること、また、統合に伴

い分担金の徴収規定を整備すること等を定めるものであり、別段異論な

く、採決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定しました。 
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次に、第１３号議案、上下水道事業の設置等に関する条例の制定に 

ついては、水道事業への統合に伴い、地方公営企業法に基づく関係条例

を統合するとともに、水道事業の経営の基本となる給水区域、給水人口

等を定め、飲料水供給施設を水道事業の附帯事業とし地方公営企業法を

適用すること等を定めるものであり、別段異論なく、採決の結果は、 

全員をもって原案可決すべきものと決定しました。 

 

次に、第１４号議案、水道事業給水条例の制定については、水道事業

への統合及び社会情勢を踏まえた制度内容への見直しのため、上水道 

事業給水条例を全部改正するものであり、別段異論なく、採決の結果は、

全員をもって原案可決すべきものと決定しました。 

 

次に、 

第１８号議案、平成２９年度上水道事業会計補正予算、 

第１９号議案、平成２９年度下水道事業会計補正予算 

の２議案については、いずれも人事異動等による減額であり、別段異論

なく、採決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定しました。 

 

以上、簡単ではありますが本委員会の報告といたします。 
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